御坂サイフォンの長さと表記に関する一考察 by 南埜, 猛
兵庫教育大学研究紀要第39巻 2011年9月 pp.121-132
御坂サイフォンの長さと表記に関する一考察
A Study on the length of Misaka siphon and its notation 
南埜 猛*
MINA加1INOTakeshi 
みさか
御坂サイフォンは，淡河川・山田川疏水ならびに束播用水の基幹水利施設である。その長さならびに表記に関しては，
文献や資料によりバラツキがある。そこで，本研究では，御坂サイフォン関係の文献や資料からその長さと表記にかかわ
る事項を抽出し，それらを比較考察する。そして，複数の値ならびに多様な表記がなされている要因を明らかにするとと
もに，今後の記載のあり方を示すことを目的とする。考察の結果，次のことが明らかとなった。
御坂サイフォン(初代)の長さについては， 11の異なる値が見いだされた。値を示す単位には，尺，間， fet (フィー
ト)， m (メートル)が用いられている。尺からメートルへの単位変換や値の四捨五入の操作により，複数の値が用いら
れるようになったと考えられる。メートル以外の単位の値において， 2468feet= 2482尺=413間6分7厘という関係が明ら
かになった。それらをメートルに換算し小数第一位で四捨五入するといずれも752メートルとなることから，御坂サイフォ
ンの長さは752メートルと表示するのが妥当と判断される。
御坂サイフォンの表記については，これまでの文献や資料において， Iサイフンj，Iサイフホンj，Iサイホンj，Iサイ
フォンj，Iサイフォンjの5つの表記があることが分かつた。今目的には「サイホンjあるいは「サイフォンjと表記す
るのが適当である。地元での使用状況を参考にするならば「サイフォンjと表記するのが適当と判断される。
なお，御坂サイフォンの工法は， Iサイフォンの原理」ではなく「連結管の原理」に基づくものである。特に教育の現
場においては，それらの原理を中学校理科でも学習することから，教員はその表現に惑わされないで， Iサイフォンの原
理jと「連結管の原理jを十分に理解して，指導・説明をする必要がある。
キーワード:サイフォン，淡河川・山田川疏水，長さ，表記，兵庫県
Key words : siphon， Ougogawa Yamadagawa irrigation project， length， notation， Hyogo prefecture 
1 はじめに
1 )問題の所在
みさか
御坂サイフォンは，明治の回大用水1)の一つである
淡河川・山田川疏水(以下，淡山疏水と表記する)のー
施設である。淡山疏水は，淡河川疏水事業(1888(明治
21)年着工， 1891 (明治24)年完成)と山田川疏水事業
(1911 (明治44)年着工， 1919 (大正 8)年完成)の二
フォンは1891(明治24)年に淡河川疏水事業において設
置された(以下，断りのない限り，御坂サイフォンと表
記する場合，この最初に設置されたものを指す)。その
後1953(昭和28)年に二代目が設置され，現在の施設は
1992 (平成4)年に設置された三代目である(表 1)。
i炎山疏水ならびに御坂サイフォンに対しては， 2005年
度に農林水産省の「疏水百選」に選定されるなど，近年，
つの水利事業によって成立した疏水であり，現在は東播 高い評価がなされている。このほかに， 2003年に淡山疏
用水に統合され，管理・運営がなされている O 御坂サイ 水地域が文化庁の「丈化的景観を対象とした調査jで
設置年
材質
製造業者
長さ
表 1 御坂サイフォンの変遷
初代 代目 代目
1891 (明治24)年 1953 (昭和28)年 1992 (平成4)年
-軟鉄菅 (Mild Steel) -鋼管
-ダクタねイラ橋ルス鋳チの鉄部ッ管分ク全)量-強(化めがプ 合管
イギリス
(パー ミンガム
Birmスingl・laピm)・ 日本・播磨造船所陸上部 日本・クボタ社
トマ ゴット杜
(Thomas Pigott & Co.) 
表2 参照 750.60m 749. 32m 
注)初代についてはTheJapan Weekly Mail， Yokohama. Japan， (1891年7月4日付記事
Irigat ion Works in Hyogo Ken) ，二代目については稲美町郷土資料館資料，
三代目については東播用水土地改良区資科などによる o
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表2 御坂サイフォンに関する記述
No. 資料名 発行年 執筆者・発行者等 長さ 表記 備考原文
1889年~ 不明(加古郡母里村 四百十間一分九厘 吹キ上ケ(サイフン) 発行年は明不され
① 『疏水士模型』 1891年の問 外4ヵ村普通水干IJ組 (41間2分9厘) ノ工法，湾管工(吹上 ていない。記載内
力、? 合ワ) ケ即チサイフン) 容より推定
2468 feet inverted syphon 新聞記事。 The
]apan lVeekly 
② Irrigation ¥Vorks in 1891年 オモ記名 (H. Sパーマ Mail， Yokohama， Hyogo Ken 。) ]apan， 1891年7月
4日 1-12面。記
事は無署名記事
東千四百八十一尺 日水呂p.2，p.14，サ
不明(加古郡母里村 (2482尺)p.6 イフホン」工p.2，
③ 『淡河川|疏水工事ノ顛 1892年 外4ヵ村普通水干IJ組 四百十三間六分七厘 p.4，噴水管(サイフホ末』 合りあるいは粕谷* (413間6分7厘尺)p.8 ン)p.6，噴水管p.8，
直?) 二千四百八十二尺 噴水工(サイフホン)
(2482尺)p.10， p.14 .10 
「淡河川疏水工事 3四間百余拾)三p間余
再木p.325 |回遊朔郎君/設
④ 1895年 藤津輝昌(工学会誌 (4 1 3r"9~) p.326 計ニシテ濁逸園ノ¥(三)J 161巻 pp.307-326) アーマ氏ノ監督セ
シモノト伝j
一千四百八十一尺 「サイフホン」工 127 1912年または1913
1912年また
(2482尺) 138項 項，噴水管136項，139 年は旗手
三、四八三尺 項，噴水工 「サイホ (1980) ， 1914年
⑤ 『母里村難恢復史略』 は1913年、 北線直正 (2482尺) 139項 ンJ138項 はいなみ野ため池あるいは ミュージアム運営
1914年 協議会 (2009) に
よる。
⑥ 『加古郡誌』 1914年 兵庫県加古郡役所 記載なし 噴水管p.76
⑦ 『山田川疏水事業沿革 1915年 兵庫県系淡河川山田川
記載なし 記載なし
誌』 普通水干IJ組合
⑧ 『美嚢郡誌』 1926年 美嚢郡教育委員会 記載なし 記載なし 写具掲載。
⑨ 水『兵事庫業県沿草淡革誌河川』|山田川疏 1926年 兵庫県系淡河川山田川 四百十一間七分 噴水管p.3， 4，サイフオ普通水干IJ組合 (413問7分)p.9 ン工事/施設p.9
⑩ 『兵庫県系淡河川山田川疏 兵庫県系淡河川山田川
四百十一間七分 噴水管(サイフォン)
水事業沿革誌』
1940年 普通水利組合 (413問7分)p.10 p.5， 口氏水管p.6，織管サイフォンp.I0
⑪ 『疏水記要』 1940年 普兵庫通県水系淡河川山田川 記載なし 記載なし手IJ組合
一千四百八十一尺 サイフォンp.2，p.65， /『淡河川疏の水工事
『淡河川山田川|疏水五十 兵庫県Z淡河川山田川 (2482尺)P. 65. p.66 p.67，吹上ケノ工法 顛末』 引用を⑫ 1941年 p.34，噴水工(サイプ 明記。年史』 普通水利組合 オン)p.65，噴水管
p.66 
一千四百八十一尺 「サイフォン」工 127 略『母里村難恢復版。史
⑬ 『母里村難恢復史客』 1955年 北保直正 (2482尺) 138項 項，噴水管136項，139 』⑤の復刻三、四八三尺 項ン 噴水工 「サイフォ
(2482尺) 139項 138rj' 
⑭ |水『利県営改淡良剛事業要山望田室川』農業 1961年 兵庫県 760m p.3 サイブホンp.3，p.6 「淡河川疏水工事ノ顛末」の引用を
⑮ 『(創淡業河川77周・年山)田川1疏水史 1965年 兵庫県淡河川山田川 414問 p.12噴水管(サイフオン) r753mJ のあ換り算。表土地改良区 p.12，サイフオンp.13 示 (p.12)
⑩ 『疏水沿革の概要』 1965年 兵土庫地改県淡河川山田川 750m p.2 御坂サイフォンp.2良区
七五Oら サイフォン |サイフォンは連
(750m) p.447 p. 447， p.449， p.1049， 通管の理に基くも
⑪ 『稲美町史』 1982年 稲美町史編集委員会 七五-~~ p.1051，噴水管(サイ ので」 p.447 
(751m) p.1050 フォン)p.1049， 
「サイフォン(噴水
七五ーメ トノレ サイホン主 p.33 『淡山77年史』な
(753m) p. 166， サイホン らびに 『稲美町
⑩ 『兵庫のため池誌』 1984年 兵庫県農林水産部農 750m p 169， p.33，p.166，p.167，p.17 史』の引用を明地整備課 七五0メ トーノレ 0， p. 189 記。
(750m) p.170 噴水管(サイホン)
. 166. D. 169 
⑩ 兵庫県農林水産部農
753m p.778 吹上工法(逆サイホン 『淡山77年史」の
『兵庫の土地改良史』 1990年 地整備課 工事)p.776 引用を明記。逆サイホン0.778
753m p.21 |吹ン)上工法 (逆ササイイホ
⑩ 『東播用水事業誌』 東播用水農業水干IJ事
p.21， ホン
1993年 業所 p. 21， p.385，サイホン管， p.386逆サイホン
ー386
@ |木『力編山皿1市史 第3巻 2000年 加古川市史編さん専 七五ーメ トノレ サイフォンp.356門委員会 (753m) p.356 
@ 『兵庫県の近代化遺産』
2，482尺 p.131サイフォン技法p.130， (約750m)の換算
2006年 兵庫県教育委員会 サイフォ(逆ンp.130， 131， 表示(p.131)あ
噴水工 サイフォ り
土木学会図書館ホ ム 2，482尺 噴水工(逆サイフォ (760m)の換算表
へーン ン) 示あり。
@ (http://library.jsce.or 土木学会 御妓サイフォン
七-OJPQ/hImtmag11 e-DB/Lphoto/11 
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御坂サイフォンの長さと表記に関する一考察
「稲美町のため池群jとして重要地域に選定され， 2005 
年に兵庫県教育委員会の「兵庫県の近代化遺産jでは淡
山疏水関連施設が特に重要な物件として評価されている。
さらに2005年には社団法人土木学会により御坂サイフォ
ンが単体で「土木学会推奨土木遺産」に認定されているO
そして2008年にも経済産業省の「近代化産業遺産」に淡
山疏水関連施設が認定されている。また教育の分野にお
いて御坂サイフォンは，地元地域の小学校3・4年生の
社会科副読本に取り上げられ2) 重要な地域の資産であ
るとともに地域発展のシンボル的存在として，地域学習
を通してその価値の伝達・継承がなされている O
本稿執筆のきっかけは，御坂サイフォンの長さは何メー
トルかという些細な疑問からである O 御坂サイフォンの
二代目と三代目については，設計図面が残されており，
正確な値がそこから読み取ることができる(表1)。一
方，初代の御坂サイフォンの設計図面は，近年実施され
た調査3) においても発見されていない。また，御坂サ
イフォンについて記述している文献や資料においても，
設計図面を示したものはない4)。しかし，長さについて
は，表2で示すように多くの丈献や資料の中で言及され
ている O たとえば，兵庫県淡河川山田川土地改良区の
『淡河川山田川疏水五十年史』⑫では二千四百八十二尺
と記されている 5)。兵庫県が作成した『兵庫のため池誌』
⑮では，七五三メートルと七五0メートルの2つの値が
示されている O 御坂サイフォンに深く関わった英国人技
師のパーマーが書いたとされる JapanWeekly Mailの
IIrrigation Works in Hyogo KenJ②では2468feet，さ
らに淡山疏水研究の基本丈献の一つである『淡河川疏水
工事ノ顛末』③には四百十三間六分七厘とある。このよ
うに異なる単位で示されているのであるが，それぞれを
メートルに換算してみると微妙に異なる値となる(表3)0 
その差異は，どのような理由によるものなのか，またど
の値が正しく，そしてどの値を用いるのが適当であるか
を判断したいと考えたのであるO
そこで御坂サイフォンに関わる主要な丈献や資料を収
集し，その中から御坂サイフォンの長さに関る記述を抜
き出し，比較考察することにした。その作業の過程にお
いて，御坂サイフォンの表記についても，多様な表現が
あることが見いだされた(表2)0 本稿では，御坂サイ
フォンの表記についても 長さの検討と同様に比較考察
を試みる。
本研究は，御坂サイフォン関係の文献や資料(以下，
単に関係文献と表記する)よりその長さと表記にかかわ
る事項を抽出し，その比較考察を行ない，複数の値なら
びに多様な表記がなされている要因を明らかにするとと
もに，今後の記載のあり方を示すことを目的とする。検
討に，先立つて，御坂サイフォンの概要ならびに取り上
げる関係丈献の概要を次に示す。
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2)翻坂サイフォンの概要
御坂サイフォンは，淡河川と山田川が合流し志染川と
なる御坂の地に設置されている O 淡河川疏水事業におい
て，現在の神戸市北区淡河川町木津で取水された水を，
受益地域であるいなみ野台地へ送るには，御坂にある幅
700メートル，高さ50メートルを超える谷を越えなくて
はならず，この谷の部分でいかにして水を渡すかが淡河
川疏水事業実現の最大の課題であった。その解決策とし
て，御坂サイフォンが設置されたのである O 水源からの
水は平均勾配5000分の1という極めて緩やかな水路によっ
て，随道，フラットベース(溜池)を経由し，御坂サイ
フォンの呑口まで送りこまれるO 現在設置されている三
代目の呑口地点は北緯34度47分37.2秒，東経135度3分
26.4秒(世界測地系による)であり，標高132.34mであ
るO 御坂サイフォンの出口である吐口地点は北緯34度47
分14.8秒，東経135度3分15.8秒(世界測地系による)で
あり，標高129.89mにある O 御坂サイフォンならびにそ
の工法については，後で詳述することにするが，この呑
口地点と吐口地点の3メートルにも満たない標高差によっ
て，ひとたび標高77.26メートルにまで下がった水が谷
を駆け上がり，吐口で噴水のように吹き上がるのである O
吐口を出た水は，宮ケ谷調整池(別称，宮ノ谷溜池)で
山田川疏水の水と合流し受益地域のいなみ野台地へと運
ばれる。
3 )関係文献の概要
関係文献の収集は，御坂サイフォンの管理・運営団体
の資料，兵庫県ならびに関係市町の市町史や事業報告書
を対象として行なったO なお淡山疏水や御坂サイフォン
を取り上げた研究書や学術論丈の類も数多くあるが(た
とえば，旗手 1980;白井 1987など)，それらはいずれ
も本研究で取り上げた関係文献をもとに考察がなされて
いることから，本研究では取り上げていない。収集の結
果，考察の対象としたものは表2に示した23件である O
関係丈献の作成主体に注目すると，御坂サイフォンを
管理・運営してきた兵庫県淡河川山田川土地改良区なら
びにその前身組織が9件(表2の①，③，⑦，⑨，⑩，
⑪，⑫，⑮，⑮) ，地元の自治体が4件(同，⑥，⑧，
⑫，⑫)，兵庫県および国の機関が5件(同，⑭，⑬，
⑮，⑫，⑫) ，そしてその他が5件(同，②，④，⑤，
⑬，⑮)である。その他の内，②は御坂サイフォンの計
画に深く関与した英国人技師のパーマーが執筆したとさ
れるものである 6)。④は御坂サイフォンが設置され淡河
川疏水の通水後に発生した水害の復旧工事に関する論文
であるが，御坂サイフォンについても言及しており，学
術論文として御坂サイフォンを最初に取り上げた丈献で
ある O ⑤は淡河川疏水事業の推進者の一人であり，受益
村の一つである母里村村長も任じた北僚直正の書である。
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表3 関係文献にみる御坂サイフォンの長さの記載
fet 聞 尺 メー トル
(m) (m) (m) (m) 
2468 752.244 411間2分9厘 747.281 2482 752.120 760 
(②) (①) 747.799本1 (⑤ε3)⑤⑫，⑬'@ (⑩'@) 
413問6分7厘 750.929 750 
(③) 752.126ホ1 (⑩，⑪，⑩，⑫) 
413間余 750.908+α 751 
(④) 750.908川 +α (⑪) 
413問7分 750.930 753 
(⑨，⑩) 752.181ホ1 (⑩，⑩，⑩，⑪) 
414問 752.727 
(⑮) 752.727ホ1
注)番号は表2に対応。メ トノレへの換言Aについては問J， 尺J，分J， 厘」は度量衡法(明治24年3月24日法律第3号)に準じ，
feetは英フィー トに準じる。
また*1は「分j を「問jの10分の1， 厘j を「問jの100分の1として算出した値である。
いずれも小数第4位を四捨五入した値を表示している。
なお⑬は⑤の復刻本である O そして⑫は，御坂サイフォ
ンを推奨土木遺産に認定している土木学会のホームペー
ジである。
表2は発行年順に並べてある O 年代でみると，御坂サ
イフ ォンが設置される以前のものは①のみで，その他は
すべて御坂サイフォンが設置されてからのものである。
明治期が①から⑤の5件， 大正期が⑥と⑦の2件，昭和
の戦前が③から⑫までの5件，そして戦後が⑬から⑮ま
での11件である。御坂サイフォンそのものとのかかわり
でいえば，昭和の戦前までは初代ものが現役として使用
されていた時期であり，そこでの記載における御坂サイ
フォンは初代に限定される。戦後のうち⑬から⑮までは
二代目が使用された期間であり.@以降が三代目の使用
期間となる。
2 御坂サイフォンの長さの検討
1 )対象とする長さの定義
御坂サイフ ォンの長さについては， 二通りのとらえ方
がある。一つはサイフォンの起点である呑口と終点であ
る吐口の聞の長さ (水平距離)である。もう 一つは呑口
から吐口までを繋ぐ管の長さ (管延長)である。
現行の三代目のデータによると，前者は735.30メート
ルであり，後者は749.32メートルである。後述するよう
に三代目の呑口と吐口の位置は初代ならびに二代目と異
なるとはいえ，ほぼ平行に移動しただけでその長さはほ
とんど変わらないと考えられるO
関係文献で示された長さでもっとも短い411間2分9
厘をメートルに換算すると747.281メートルである O そ
の値は水平距離の735.30メートルと比べると10メートル
以上も長い。このことから 関係丈献で示されている御
坂サイフ ォンの長さは，水平距離で、はなく後者の呑口か
ら吐口までを繋ぐ管の長さを示していると判断されるO
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したがって，以下の考察においては，呑口から吐口まで
の管延長をも って，御坂サイフ ォンの長さと定義するO
2)単位
使用されている単位に注目してみてみる O 単位は，
fet. 問 (分， 厘).尺，メートルの4つの単位が用いら
れている O それぞれの単位ごとに関係文献と値を整理し
たのが， 表3である O 値が示されていた19の関係文献中，
1 feetJは英語文献の l件でのみ使用されており. 1問j
は6件. 1尺」は6件，そして「メートルjは11件であ
るO 値そのものをみると. 1尺」は2482のlつの値でし
か用いられていないが. 1問」は5つ. 1メートル」は4
つの異なる値が用いられている O
表3には. 1 feetJ. 1間J.1尺」のそれぞれの値をメー
トルに換算 した値を示したO 換算にあっては. 1問」
(1分J.1厘J)と「尺jは「度量衡法J(1891 (明治24)
年制定)に準拠し. 1 feetJは英フィートに準じて 71 算
出している O 結果.r疏水工模型』 ①で示された「四百
十一間二分九厘」の747.281メートルから 『県営淡河川
山田川農業水利改良事業要覧』⑭などで示された (約)
760メートルと10メートルを超える幅があることが明ら
かとなった。
さて近代日本における度量衡整備の歴史をみると，
1891 (明治24)年3月24日に 『度量衡法』が制定され
(1893 (明治26)年1月1日施行).この法律には度量衡
の単位名称、の定義とそれぞれのメートルとの対応が示さ
れている o 1921 (大正10)年の 『度量衡法』改正により
「間jや「尺jの尺貫法の使用を廃止し，メートル法の
使用への一本化が図られたが，附則で経過措置がとられ
た。戦後1952(昭和27)年3月1日に 『度量衡法』が廃
止され.r計量法.1 (1951 (昭和26)年6月7日制定)に
引き継がれた。『計量法』以降は，メートル法による一
御坂サイフォンの長さと表記に関する一考察
本化が徹底されている O
御坂サイフォンの関係丈献も度量衡整備の歴史を反映
しているO 使用されている単位と年代を検討してみると，
もっとも古い関係文献である『疏水工模型』 ①は 「問」
であり，その後は 「問」 と 「尺」が多用されている。そ
のほとんどが 「問」か 「尺」のいずれかのみを採用した
値を示しているのに対して， r度量衡法』制定後の『淡
河川山田川疏水工事ノ顛末』 ③では 「問」と 「尺」の両
方の単位とそれぞれの値が用いられている O メートルに
よる表記がなされたのは，戦後の1961年に出された『県
営淡河川山田川農業水利改良事業要覧』⑭である O それ
以降は，メートルによる表記が中心となり， 一部の関係
文献は 「間jや 「尺jを用いているがその場合にはメー
トルの換算値の表示がなされている O
3 )文献聞の関係
前述のとおり， 本研究で取り上げた23件の関係丈献は，
明治期が5件，大正期2件， 昭和の戦前までの5件，そ
して戦後が11件である。最も古い関係文献は最新のもの
からみて， 100年以上も昔の丈献となる。個々の関係文
献は，先行する関係文献を参考あるいは引用している O
『兵庫の土地改良史』⑮は『決河川・山田川疏水史 (創
業77周年)j⑮を引用 している or淡河川・山田川疏水史
(創業77周年)j⑮はその前史にあたる n炎河川山田川疏
水史五十年史』 ⑫を明示はしていないが作成主体も同じ
組織であり参考としていることが推察される O また『淡
河川山田川疏水史五十年史』⑫は『淡河川疏水工事ノ顛
末J③の引用を明記している。なお前述したとおり，戦
後の『母里村難恢復史署』⑬は『母里村難恢復史略』 ⑤
の復刻版である。
御坂サイフォンの長さついては，準拠すべきオリジナ
ルの御坂サイフォンの設計図面がないことから，先行す
る関係丈献からの参考や引用が繰り返され，情報が再生
産されている O 次の考察にあたっては，その参考や引用
の関係に配慮しながら行うことにする。
4 )考察
前項で，各単位で示された値をメートルに置き換えて
比較しそこに大きな幅がある ことを指摘した。ここで
は，それぞれの単位聞での関係について検討するO
まず rfetJと「尺j との関係である。 1英 fet=
0.99419尺である O これを2468feetに当てはめてみると，
2482.423尺 (小数第4位を四捨五入)という値が得られ
る。尺で用いられている2482と符合する O すなわち，
2482尺は2468feetを変換した値であり ，メートルにおけ
る差は変換値の誤差と判断してよい。
次は rfetJと「間j との関係である o 1英 feet=
5.96514聞である o 2468feetに当てはめてみると，
125 
表4 メートルに換算値の順
メ トル換算値 記載 関係文献
747.281 411間2分9厘
((①①)  747.799 *1 411問2分9厘
750 750メー トル (⑩，⑪，⑩，の(④) 
750.908+α 413間余
750.929 413問6分7厘 (③) 
750.930 413問7分 (⑨，⑩) 
751 751メー トル (⑪) 
752.120 2482尺 (③，⑤，⑫，⑬@，(@ ③)  
752.126*1 413問6分7厘
752.181*1 413問7分 (⑨，⑩) 
752.244 2468feet (②) 
752.727 414間 (⑮) 
753 753メー トル (⑩⑩⑩8) 
760 760メー トル (⑭，~) 
注)表3と同じ。
413.737間 (小数第4位を四捨五入)という値が得られ
る。この値は間で用いられている413間余，413間7分，
414聞の値との関連が推察される O ただし『度量衡法J
における度 (長さ)の 「分jは 「尺」の100分の 1，r厘」
は 「尺」の1000分の 1であり 10分の lは 「寸」である。
したがって， 413間7分を「間jのみで表記するならば，
413.07となる O 一方， 小数の単位での 「分」と 「厘」 の
それぞれの意味は， r分」が10分の 1，r厘」が100分の
lとして用いられる。御坂サイフ ォンの 「問」 を用いる
4つの値と rfetJから「間」に変換した値である先の
413.737問とは， r間」以下の単位は尺貫法の 「分Jr厘」
ではなく小数の単位の 「分Jr厘」としてみなせば，そ
の値の説明がつくといえよう O
では， r間」 で表記された413問6分7厘はどうなるか。
そこで 「間jと 「尺jの関係をみてみる o 1間=6尺で
ある o 2482尺を問だけで表記すると， 413.667間 (小数
第4位を四捨五入)となるO ここで得られた値は 「分」
「厘jが小数の単位として用いられていると理解すれば，
413間6分7厘と符号する O また413問6分7厘， 413間
余， 413間7分， 414聞の4つの値は，その関係文献の発
表順に並べてみると413間6分7厘→ (413間余)→413
間7分→414問と推移している。これは413間6分7厘の
値を単純に四捨五入の位をあげて示したとみなせば説明
がつく O
以上のことから， 御坂サイフォンの長さについては，
まず、2468feetが基本にあり ，それを 「尺」と 「間」に変
換，あるいは-!ir尺」にしたものをさらに 「間」 にし
てそれぞれの値が表示されたといえる。すなわち2468
feet=2482尺=413間6分 7厘 (413間余，413間7分，
414問)である。ここで重要なのは， r間jの 「分」と
「厘jは『度量衡法』によるものではなく，小数の単位
として理解することである O
今日ではメートルで表示されるのが一般的である O そ
れぞれをメートルに換算し，}I買に並べた結果を表4に示
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した。ここでのポイントは四捨五入をどの小数の桁で行
うかである。先に一つの結論として導いた2468feet=
2482尺=413問6分 7厘は，小数第11立を四捨五入して
表示するならばいずれも752メートルとなる O したがっ
て，御坂サイフォンの長さは752メートルと表記するの
が妥当といえよう O
御坂サイフ ォンの関係文献で753メートルの値が用い
られているものがある。それらは414間 (=752.727メー
トル)をメートルに換算したものであると考えられるO
また753メートルは『淡河川・ 山田川疏水史 (創業77周
年).1⑭以降の文献にみられ，それらの文献は『淡河川・
山田川疏水史 (創業77周年).1⑭を引用 していることが
示されている。本稿の考察より ，414間という値そのも
のは丸めた概数であり，より正確な値と考えられるのは，
2468feet， 2482尺， 413問6分 7匝 (あるいは413.737間)
であることから， 753メートルという値は適切ではなく，
752メートルに訂正した方がよい。また750メートルは概
数としては許容範囲といえるが， 760メートルはーの位
を切り上げたものとして間違いではないが，かなり誤差
を含んだ値といえる。
以上の考察からはずれた値は， r疏水工模型』①で示
された411間2分9厘と『稲美町史』⑫で示された751メー
トルの二つである。『疏水工模型』の作成年は不明であ
るが，記載内容から判断して1889年あるいは1890年とさ
れている。『疏水工模型』 ①以外の関係文献が『度量衡
法』制定以後であるのに対して，この文献のみが 『度量
衡法』制定以前である of間jと 「尺jの換算値は， r度
量衡法』が制定される以前は， 1聞がおおよそ6尺とい
う程度で，地域によって異なり，そのため必ず I聞は
「何尺何寸」であるかを示す必要があった。ちなみに太
閤検地ではl聞が6尺3寸であり，江戸時代においては
6尺 I寸が用いられている O 一つには， r度量衡法』で
決められた l間=6尺以外の換算値を用いたのではない
かと考える 8)O また準拠する値が本稿で指摘した2468
fet=2482尺=413間6分7厘の値ではなかったと考えら
猛
れるが，いまのところそれに該当する資料は見当たらず，
また長さをそのまま当てはめてみても極端に短い。
一方， r稲美町史』⑫で示された751メートルは何を根
拠にしているのであろうか。『稲美町史』⑫に御坂サイ
フォンの縦断面図が掲載されており，それに基づいて表
記したことが推察される O すなわち同縦断面図には，
750.60という値が示されている O ただし，この図は『県
営淡河川山田川農業水利改良事業要覧』⑭からの転載で
ある 9)。 ここで注意しなければならないのは，この縦断
面図が二代目のものであり，初代のものではないという
ことである O しかしながら，この値が二代目の値という
ことで簡単には無視できない。というのは， 二代目は初
代のサイフ ォンの呑口と吐口を西側に平行移動させて設
置したもので，基本的に長さの変更は無いからである O
三代目については，東播用水土地改良区による設計図面
からの計算により， 749.32メートルという値が得られて
いる。これまでの考察で得られた初代752メートル，そ
して設計図面等に示された二代目750.60メートル，三代
目749.32メートルと数メートルの違いであるが，この差
が生じた理由は，今のところ不明で、ある O
3 御坂サイフォンの表記の検討
1) 3つの表記
御坂サイフォンの 「御坂」は，施設が所在する地名で
ある。そして 「サイフォン」はその施設を示すものであ
る。ここでは，関係文献におけるサイフォンの表記を大
きく 3つに分けて考えることにするO すなわち， 英語表
記，カタカナ表記， 日本語表記である。それぞれの表記
ごとに整理したのが表5である O
まず英語表記についてみてみる O 英語表記は， fThe 
Japan Weekly MaiU②の fsyphonJのみである O 英英
辞典でみると，現代英語では， fsyphonJではなく fsip 
honJが一般的な表記となっている(表6)。 すなわち見
出し語としては， fsiphonJが採用されており， fsyphonJ 
は fsiphonJを参照するように指示がなされている。こ
英語表記
表 5 御坂サイフォンにかかわる表記
元ヲ元子表記
サイフン(()))
サイフホン(③，⑤，⑭)
サイフォン(⑨ ⑬⑫ ⑬，⑬， 匂~@ )
サイフォン(⑬，⑫)
サイホン(⑤，⑬，⑬， ⑫)
サイフォン士(⑤)
サイフォン工(⑬)
サイホン士(⑬)
syphon爾
逆サイホン(⑬，⑧)
逆サイフォン~@)
?????
? ?
?
? ?
??
?
?
?
?
?
?
?? ?
? ?
???
?
??
??
? ?????
?
? ?
??
。。??????，??
?????
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
? ??
注番号は表2に対応
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表6 サイフォンにかかわる辞書の説明
辞書の 辞書名 見出し語種類
Oxford Advanced 
Learner's Dictionary 
siphon 
of Current English (第
7版)
LONGMAN siphon 
DICITIONARY OF 
CONTEMPORARY 
英英 ENGLISH(NEW 
EDITION) syphon 
COLLINS and 
WORLD WEBSTER'S siphon 
NEWWORLD 
DICTIONARY 
(Second Concise 
Edition) syphon 
研究社『新英和大事 siphon 
典~(第6版) syphon 
研究社『新英和辞典』
siphon syphon (第四版)
英和 三省堂『デイリーコン
siphon 
サイス英和辞典~(第
syphon 4版)
太修館書庖『ジーニア siphon 
ス英和辞典~(第3版)
syphon 
岩波書届『広辞苑』 サイフォン(第6版)
サイフォン
岩波書届『国語辞典』
(第6版) サイホン
国語
三省堂『新明解百科 サイホン語~(初版)
大修館『明鏡国語辞 サイホン典~(初版)
農業土木学会『農業
土木ハンドブック~(六 サイホン
版)
農業農村工学会『農
土木 業土木標準用語辞 サイホン
典J(第5版)
土木学会『土木用語 逆サイホン大辞典w版)
の点は英和辞典でも同様で，見出し語に rsiphonJが採
用され， r syphonJ は rsiphonJ を参照するように指示
がなされている。
次にカタカナ表記についてみてみる。御坂サイフォン
のカタカナ表記には， rサイフンJ，rサイフホンム「サ
説明
siphon (also s y phon) : a tube that is used for moving 
liquid from one container to another， using pressure from 
the atmosphere 
1. a tube that is bent so that a liquid can be drawn 
upwards and then downwards through i t to lower level. 2. a 
kind of bottle for holding SODA WATER and forcing i t out 
by gas pressure: soda-siphon 
SIPHON 
1. a bent tube for carrying liquid out over the edge of a 
container to a lower level through the atmospheric 
pressure on the surface of the liquid 2. sama as SIPHON 
BOTTLE 3. a tubelike organ， as in a cuttlefish， for 
drawing in or ejecting liquids 
SIPHON 
1 サイフォン(液体を低所へ移すための曲目). 2 =siphon 
tコttle. 3 (動物)水管、吸管
siphon 
l サイフォン，吸い上げ巨。 2 サイフォン瓶，炭酸水ぴん。
3 (動)水管，吸管。
サイフォン(で吸上げる，を通るサイフォンびん。
::siphon 
1 サイフォン，吸い上げ管。 2 (炭酸水をいれる)サイフォ
ン瓶。 3 (貝などの)水管，吸管。
→ siphon 
あ[sげlpてhon;syphoすnたj①大気圧を利用して，液体をいったん両所に
低所に移 めに使う曲管。轡管わんかん。②水蒸気の圧
力を利用するガラス製のコーヒー沸かし。
→サイホン
①液体を両い所に上ラげス製てから低い所に移すのに使う「へ」の干形
のガラス管。②ガ のコーヒーわかし。③家庭用の、炭酸水
を作るしかけのびん.j¥， rサイフォン」とも言う。 Siphon
siphon (サイフォンとも)①圧力差を利用して、液体をその液体
面より高い所へいったん導いて低い所へ移す曲がった管。またそ
の装置。②コーヒー湯沸かし器の一種。フラスコを熱して熱湯を
漏斗に上げてコーヒーを煮出す。
上[sげlpてhoかnIら①大気圧を利用し、液体をいったん液面よりも両所に
他所に移すのに用いる曲がった管。②コーヒーをわか
すガラス製の器具o.rサイフォン」とも。
サイホンは、開水路形式の水路において、エネノ水レすギ線る場以合下にある
くぼ地、河川、道路、鉄道敷地等の低位部を通 に設け
られる自然流下の満流管体で、管内には内水圧がかかる水路をい
フ。
siphon開水路が河川， 湖沼，水窪路地がなそどれのら低の位下部にや設鉄け道ら， た路な
どの障害物を横断するとき， れ，常に
満流する管路。用水路等のサイホンは通常機械工学で用いられる
サイホンを逆にした形になる。現場釘ち鉄筋コンクリート構造，
既製のパイプなどが用いられ，荷重，水圧，規模などによって選
定される。サイホンの呑口inletには，空気連行をもう資する目
的でシー ノレを設ける。吐口outletには，シー ノレは設けない。
inverted siphon開水路の 部の区間に設けられる回路流構造
物。水利学上でのサイホン効果によるものではなく，その形状か
ら逆サイホンといわれる。水路が河川を横断するときに用いら
れ，逆サイホンの南側は自由水面を有し，その水位差により流れ
が生じる。
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イホンJ，rサイフォンJ，rサイフォンjの 5つの表記が
ある O なお r炎河川疏水工事(二)J④では「サイホン」
を漢字で「再本jと当て字で表記している。英和辞典に
おいて， r siphonJがどのようなカタカナ表記で記載さ
れているかをみると，参照した辞典のいずれもが「サイ
南埜
フォンjであった (表6)。一方国語辞典でみると，見
出し語レベルでは， Iサイフ ォンjと「サイホン」があ
り，そのうち「サイホン」が主流である O ただし， Iサ
イホン」を採用している辞典の説明文中にはかならず
「サイフ ォンjの語が示されており，またその逆も同様
である O すなわち，訳語のカタカナ表記としては「サイ
フォンjあるいは「サイホンjが併用して用いられてい
るといえよう O では，専門書においてはどうか。ここで
は， 土木関係の辞書3冊を検討した。いずれも「サイホ
ン」と表記されており， Iサイ フォン」の表現は用いら
れていない。先に指摘したように，御坂サイフォンのカ
タカナ表記についてみてみると， Iサイ フンJ，Iサイフ
ホンJ，IサイホンJ，IサイフォンJ， Iサイフォン」の 5
つの表記がある。このように多様な形での表記がなされ
たのは，印刷時の活字の問題や訳語表記の時代性などに
よるものと考えられる。siphon(syphon)のうち si(sy) 
はサイと発音するのは，時代を通して共通している。し
かし phonをどのように発音するかは，昭和の戦前の文
献である『母里村難恢復史略J⑤まではフン，フホン，
ホンであり，オやォは用いた表記は見られない。それに
対して，昭和の戦後は一転して，オやオが用いられるよ
うになる。また『疏水沿革の概要J⑮まで，つまり 1965
年以前はオが用いられ， 1982年に出された 『稲美町史』
⑫以降はォが用いられオの使用はな くなる O 唯一の例外
は， r母里村難|灰復史署J⑬である。この『母里村難恢
復史署J⑬に注目すると，同書は繰り返し指摘している
ように， r母里村難恢復史略』⑤の復刻版である or母里
村難|灰復史略』⑤では 「サイフホン」あるいは「サイホ
ン」と表記されている or母里村難|灰復史署』⑬では，
それらは「サイフォン」に置き換えられている。また当
時はオを用いるのが中心であったのに対して，先に述べ
たように例外的にォを用いている O ただし，他の関係文
献がすべて活字を組んだ印刷物であるのに対して， r母
里村難恢復史署』⑬はガリ版刷である O したがって，活
字の制約が無い点にも注意する必要があろう O 以上の考
察から，今日的には 「サイホン」か「サイフ ォン」のい
ずれかを用いるのが適当であると考える。
さらにこの2つのうち，どちらを用いるか。その一つ
の考え方として，地元でどちらの表現を用いているかと
いう地域的観点から考えてみたい。現在，御坂サイフォ
ンを管理 ・運営している束播用水土地改良区の最新のパ
ンフレットをみると， Iサイフ ォンjの表記が用いられ
ている O 御坂に設置されている看板は2011年3月の調査
では， 5つの団体・機関による看板川 が確認された。
そのうち「サイホンjを使用しているものが 1，Iサイ
フォンjを用いているものが4であった。ここでも 2通
りの表現が使用されているが， Iサイフ ォンjが主流で
ある O 小学校の社会科副読本でみると，御坂サイフ ォン
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表7 日本語表記と関係文献
日本語表記 |関係文献
吹キ上ケ(サイフン①
轡管工(吹キ上ケ即チサイフン)1①
噴水管(サイフホン③
噴水工(サイフホン③
噴水工(サイホン⑤
噴水管(サイフォン⑩，⑬
噴水工(サイフォン⑫
噴水管(サイフォン⑫
吹上工法(逆サイホン工事⑬
吹上工法(逆サイホン工⑫
噴水工(逆サイフォン)
注番号は表2に対応
を取り上げている稲美町，三木市，明石市，神戸市のい
ずれもが， Iサイフ ォン」と表記している。以上のこと
から，今後の御坂サイフォンの表記のあり方としては，
「サイフ ォンjあるいは「サイホン」のいずれかの表記
を用いるのが適当であり 地元の使用状況に準ずるなら
ば「サイフォンjが適当で、あると判断される O
表5に示すとおり日本語表記も多様な表現が用いられ
ている。日本語表記におけるサイフォンの意味は2通り
の意味で使われている O すなわち管を示すものと工法を
示すものである O 広辞苑によると，轡管が管としてのサ
イフ ォンの訳語となっている。管と工法の別は，ここで
はとりあえず無視して議論を進める O
日本語表記がなされている箇所をみると， カッコ
I( )J付で説明や言い換えがなされている。それをま
とめたのが表7である O 説明や言い換えの関係を整理す
ると，サイフォン=I吹上J(あるいは吹キ上ケ
「噴水」という関係が導き出され，いずれも同じことを
示したものであり，単に表現が異なっているだけと理解
することができる。「噴水jは，現地の御坂サイフォン
でみるように，呑口から入った水が管中を通り，そして
吐口で噴水のように水が噴出する状態を示しているとい
える。「吹上」も同様にその状態，すなわち水が吹き上
がる状態を示したものである O 後で取りあげる江戸時代
後期の1854(安政元)年に完成した熊本県にある通潤橋
も同様の工法であり，同地では吹上樋と呼んでいる。
工法の点でみると，サイフォン ・「吹上J. I噴水」
と表記は別ではあるが，いずれも同じ工法を示しているO
この御坂サイフォンで用いられた工法については，当時
の日本において新しい工法ではなく，すでにあった土木
技術である。先の通潤橋はもとより， 1632 (寛永9)年
に完成した金沢の辰巳用水も同じ工法であるO その工法
は「伏越jと呼ばれている o I伏越jは 『明治前日本土
木史』において，次のように説明がなされている。
「伏越 (サイフォン)は水路が河川を横断する場合に
設けるものであって，古来近畿，中園地方に多く，又佐
賀県馬頭井堰用水の伏越は，木造一尺五寸角，見沼代用
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表8 御坂サイフォン・通潤橋・辰巳用水におけるサイフォンの比較
嘉蔵手
所在地
長さ(メートル)
御坂サイフォン
1891 (明治24)年
兵庫県三木市
水平距離 735.3* 1 
管延長 752 
呑口の標高(メートル)
中間最低地点の標高
(メー トル)
吐口の標高(メートル)
中間最低地点と吐口の標高差
(メー トル)
呑口と吐口の標高差
(メー トル)
管材質
管内径(センチメートル)
132. 3 * 1 
129.9*1 
1脳曹嘉了亭
熊本県
管延長 126.9 
辰巳用水
1632 (寛永9 年
石川県金沢市
水平距離約640
442.4 53.6 
??? ?
• 
? ，
?
? ，
? 436.6 42.2 
440.3 50.2 
52. 6 * 1 5.6 8.0 
2.4* 1 2. 1 3.4 
当初は木製のち石管に
変更。
石管(内径18)
軟鉄管 石管
96. 96， 103. 02，内径30角) X 3列
109.08 
*1)三夜百万雇
出所)東播用水土地改良区資料，淡山百周年記念史編集委員会編 (190)，文化財建造物保存技術協会 (1984)， 
熊本国府高等学校パソコン同好会ホームページ
(http://www.kumamotokokufu-h.ed.jp/kumamoto/ i s i basi/ t山 junkyo.html) ， 
農業農村整備情報総合センターホームページ (http://suido-ishizue.jp/ index. html)などより作成。
水の柴山伏越は享保十三年(1728)の築造で，木造廿六
間幅十四尺高四尺の大規模なものであったが，明治初年
に至り本管内径十二尺長廿九聞の煉瓦造に改築した。当
時此の工事の際使用したセメントは外国より輸入したも
のであるJ(日本学士院編 1956，pp.182・183)
淡山疏水の近辺で、も，この「伏越」の技術は確認でき
る。それは新井用水である O 喜瀬川を越える際に「伏越j
の工法が用いられており，同用水が開削された当時
(1656 (明暦2)年)に設置されたとされている O その
長さは二十一間 (38.2メートル)，管の内法は幅二尺六
寸高さー尺七寸 (79X52センチメートル)で厚さ三寸
( 9センチメートル)の松板が用いられた。その後は天
保年間に石造となり，現在は鉄筋コンクリート製に改修
されている 1)。
2)近代化と翻坂サイフォン
前項で示したように，御坂サイフォンの工法は当時の
日本人にとって既知のものであった。近代化という点で，
御坂サイフォンが特筆に価するのは，工法ではなくその
規模とそれを可能とした管の素材にある O 淡河川疏水事
業実現の最大の課題は，幅700m，深さ50mを越える御
坂の谷でいかにして水を渡すかにあったO 事業を実施す
るかどうかの地元での決定において反対者が最も危慎し
たのがこの点であり，兵庫県が英国人技師のパーマーに
確認を依頼した点もその是非であった。そこで，当時日
本にすでにあったサイフォン工法を利用した水利施設と
御坂サイフォンを比較してみる O
表8は，御坂サイフォン，通潤橋，辰巳用水について
整理したものである。通潤橋は熊本県上益城郡山都町に
あり，江戸時代末期に農業用水を送るために造られた。
現在は新たに併設された送水管によって用水は送られて
おり，通潤橋のサイフォンは送水施設としては用いられ
ていない。しかし重要文化財に指定されるとともに，そ
の雄大な石造りの橋と放水景観により観光施設として活
用されている。辰巳用水は江戸時代初期に金沢城の防火
用水を送るために造られた水利施設とされているO ただ
し，玉井 (2010)では，防火用水としての機能はあまり
良いとはいえず¥その一方で濯概，水車(産業)，そし
て庭園用水(兼六園)など多面的に用いられてきたこと
が指摘されているO 現在も 1日1000トンを越える水を金
沢市に送っている O
さて 3つの施設の呑口と吐口の標高差をみると2.1m
から3.4mとそれほど差はない。いずれこの標高差を利
用して水が送られている。呑口から吐口までの距離をみ
ると，通潤橋は管延長で126.9mでしかないのに対して，
御坂サイフォンと辰巳用水は500mを越える O またサイ
フォンの深さを示す中間最低地点と吐口の標高差をみる
と，通潤橋と辰巳用水は10m以下であるのに対して，御
坂サイフォンはその 5倍以上の50mを越えるO このよう
に比較してみると，御坂サイフォンの規模が抜きんでる
ことが分かる O さらにその送水量も御坂サイフォンは1
rf/秒であるのに対して，通潤橋は0.17rf/秒，辰巳用水
は0.1rf/秒以下である O
サイフォンの規模や送水量が大きくなれば，とうぜ、ん
管の長さは長くなり管も大きくなる O さらに管への圧力
も大きくなり，それに耐えうる素材が求められるO 御坂
サイフォンには，通潤橋や辰巳用水で、用いられた木や石
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ではなく，鉄管が用いられている O 鉄管は当時の日本で
はまだ製造されていない。鉄管の種類は炭素の含有率で
分類されるが，御坂サイフォンには含有率の少ない軟鉄
(mild steeJ)が用いられている。軟鉄は，柔らかく焼き
入れしでも硬化しないという性質があり，薄く引き伸ば
すことで軽くて口径の大きな管を作ることが出来る素材
であった。そのため総重量も軽くなることから，輸送コ
ストを軽減することができた。そこでパーマ は，横浜
水道など当時一般に用いられた鋳鉄ではなく，この軟鉄
の利用を提案したのである O
3) 2つの原理一サイフォンの原理と連結管の原理
本項では再びサイフォンの表記の議論に戻るとともに，
その工法について検討を加えることにしたい。日本語表
記の検討により，サイフォン， I吹上J(あるいは吹キ上
ケ)，I噴水jあるいは「伏越jと表現は異なるが，その
意味するところは同じであることを明らかにしたO ここ
では，辞典の説明の注目してみる。英英辞典，英和辞典，
そして国語辞典の説明文によるサイフォンの意味は共通
している。すなわち， I大気圧を利用し，液体をいった
ん液面よりも高い所に上げてから低い所へ移すjであり，
これが一般的な理解であるといえる O これは物理や水理
工学における「サイフォンの原理J(図1)を示してい
るO 学校教育においては，中学校理科の第 1分野内容
(1)身近な物理現象イ力と圧力で学習する内容でもある。
では，御坂サイフォンのサイフォン工法は，この「サイ
フォンの原理」によるものであろうか。図1に示した
「サイフォンの原理」の図をみれば，それとは違うこと
が明白である O そこで，次に土木辞典の説明をみてみよ
う。土木辞典によると，サイホン (サイフォン)は大気
圧を利用したものではなく 「自然流下」によるもので
ある。『土木用語大辞典』で「水理学上でのサイホン効
果によるものではなく」と明確に示されているように，
サイフォンの原理に基づくものではない。
『稲美町史』⑫において， Iサイフォンは連通管の理
に基くものでJ(p.447)と説明がなされている。では，
その「連結聞の理J(以下，連結聞の原理と表記)とは
サイフォンの原理
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何か。それは，一つの管でつながっている場合，管の中
の水はその両端において，同じ高さ (水位)になろうと
するというものである (図1)。両端 (呑口と吐口)に
高低差があれば，管がいったん低い地点に位置しでも水
は管の中を満たしそして吐口で，噴水のように水が吹
き上がるのである O
なぜ， Iサイフォンの原理」ではないにもかかわらず，
サイフォンと表現されるのか。そこで，再び表記に注目
してみると， r兵庫の土地改良史』⑮などでは「逆サイ
ホン」あるいは「逆サイフォン」とサイフォンの前に
「逆jの文字を付して表現している。パーマーも IIrrigat
ion Works in Hyogo KenJ②でsyphonの前に「逆」を
意味する invertedを付している。図1で示すように，サ
イフォンの原理の形態は，いったん管 (あるいは水)が
上に上がり，そして下がるである。「逆」というのはそ
の形の逆という意味である。『土木用語大辞典』でも
「その形状からJ(表6参照)と説明がなされている。
以上のように，御坂サイフォンのサイフォン工法は「サ
イフォンの原理jの応用ではなく， I連結管の原理」に
よるものである。英英辞典，英和辞典，そして国語辞典
の説明文で示される一般的なサイフォンという言葉の理
解を，御坂サイフォンに当てはめてはいけない。
4 おわりに
本研究は，御坂サイフォン関係の文献や資料からその
長さと表記にかかわる事項を抽出しその比較考察を行
ない，複数の数値ならびに多様な表記がなされている要
因を明らかにするとともに，今後の記載のあり方を示す
ことを目的とした。本研究における御坂サイフォンの長
さと表記についての議論は，次のように結論づけること
カfできる O
まず御坂サイフォン (初代)の長さについては，現時
点でその設計図面が存在しない (発見されていない)こ
とから，準拠する資料はない。ただしこれまで発表さ
れた関係文献には， 長さの情報が記載されているものが
多くある。それら関係文献の値を整理すると， 11の異な
る値が見いだされた。また値を示す際の単位には，尺，
連結管の原理
=主〉
水の流れ
図1 サイフォンの原理と連結管の原理の水の流れ
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間， feet (フィー ト)， m (メートル)が用いられているO
それぞれの関係丈献が作成される時において，それに先
行する関係文献から値の参考引用がなされてきた。その
際，尺からメートルへの単位の変換や値の四捨五入の操
作が加えられ，その結果として複数の値が用いられるよ
うになったと考えられる O メートル以外の単位の値にお
いて， 2468feet=2482尺=413問6分7厘という関係が明
らかになった。それらを小数第一位で四捨五入するとい
ずれも752メートルとなることから，御坂サイフォンの
長さは752メートルと表示するのが適当であると判断さ
れる。
次に御坂サイフォンの表記について，これまでの関係
文献では， Iサイフンj，Iサイフホンj，Iサイホンj，
「サイフォンj，Iサイフォン」の 5つの表記があること
が分かった。今日的には「サイホンjあるいは「サイフォ
ンjと表記するのが適当であるO さらに地元での使用状
況を参考にするならば「サイフォン」と表記するのが適
当と判断される。
また御坂サイフォンの工法は，通潤橋などの他の水利
施設の存在により，工法的には当時の日本人にとって新
しいものではないことを示した。近代化との関係で特筆
すべきことは，その工法ではなく，施設の規模やそれを
可能とした管の素材にあり それらを可能とした近代技
術は当時の最先端のものであった。開固ならびに日本の
近代化が淡河川疏水事業の実現を可能にしたといえる O
さらに御坂サイフォンの工法は， Iサイフォンの原理」
ではなく「連結管の原理jにもとづくものであることを
確認した。特に教育の現場においては， Iサイフォンの
原理」や「連結管の原理jは中学理科第1分野で学習す
る内容であることからも，その表現に惑わされないで，
「サイフォンの原理」と「連結管の原理」を教員自身が
十分に理解して，指導・説明がなされる必要がある。
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注
1 )明治期に実施された大規模な農業用水として，本稿
で取り上げる淡山疏水のほか，愛知県の明治用水，福
島県の安積疏水，栃木県の那須疏水がある O またこの
内，淡山疏水，安積疏水，那須疏水に琵琶湖疏水を加
えて回大疏水という場合もある。
2) 2010年度においては，稲美町，三木市，明石市，神
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戸市の社会科副読本で，それぞれ「稲美町のうつりか
わりj，Iきょう土に伝わるねがいj，I地域開発につく
した人々j，I神戸の発展につくした人びと」の学習教
材として取り上げられている。
3)兵庫県教育委員会ならびに地元市町教育委員会(三
木市，稲美町，加古川市，明石市，神戸市)が，共同
で，御坂サイフォンを所有管理し運用を行ってきた兵
庫県淡河川山田川土地改良区の所蔵品の調査などを実
施している O
4) r稲見町史』の中で掲載されている御坂サイフォン
の設計図面(縦断面図)や稲美町郷土資料館で展示さ
れている御坂サイフォンの設計図面(縦断面図)は二
代目のものである O
5) 1990年に刊行された『淡河川山田川疏水百年史』
(淡山百周年記念史編集委員会編 1990) の一部は，
h炎河川山田川疏水五十年史』⑫をそのまま複写した
ものである
6)署名記事ではないので正確には執筆者は不明である O
ノfー マーは技術者としてだけでなく，ジャーナリスト
としても活躍し，イギリス『ザ タイムズ』にも多く
の記事を載せている(樋口 1998)0記事の内容は，御
坂サイフォンについてかなり詳細な経緯が示されてお
り，それを知りうる立場にあった者も限られることか
ら，この筆者はパーマーとするのが妥当と判断される O
7) f1巴etは，英f巴et(lfeet=約0.304798967メートル)と
米 feet(lfeet=約0.304800609メートル)とがあり，
1959年にlf1巴et=0.3048メートルに統一する協定が結ば
れている。それが国際フィートである O パーマーはイ
ギリス人であり，御坂サイフォンはイギリスで製造さ
れたことから英feetを用いたと考えられので，ここで
は，英feetにより算出したO ちなみに米f巴etと国際
feetで算出した値は，それぞれ752.248メートル，
752.246メートルである。
8 )試みに 1問=6尺 1寸で換賞すると， 406.885問と
なる。
9)展示写真に同資料のページ番号が記載されているこ
とから確認できる O
10)三木市が設置した看板では「サイホンjと表記し，
そのほかの環境庁・兵庫県(合同)，加古川流域土地
改良事務所，東播用水土地改良区，土木学会の4団体・
機関は「サイフォン」と表記している。
11)新井水利組合連合(1998) よる O
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